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矢 野

本特集号は,1981年12月 5,6日の二 日間,

京都大学東南アジア研究セ ンター社会科学系

の主催で開催 された ｢東南アジアのくまち>

とくむ ら>｣シンポジウムの成果である｡京

大会館での同 シンポジウムは,以下のような

プログラムによって行われた ｡

第 1セ ッション

Ⅰ 都都関係をめ ぐる試論 坪内良博 (戻

大)

Ⅱ ｢国家｣ を め ぐる試 論(1)矢野 暢

(京大)

Ⅲ ｢国家｣ を め ぐる議 論(2) 土屋健治

(京大)

第 2セ ッション

Ⅰ 東南アジアの ヒンドゥー都市 石井米

雄 (京大)

Ⅱ ｢ナコー ン｣｢ムアン｣ とはな に か

吉川利治 (大阪外大)

Ⅲ マンダ レ一について 大野 徹 (大阪

外大)

Ⅳ ベ トナムの ｢まち｣ と ｢む ら_｣ 白石

呂也 (大阪外大)

第 3セ ッション

Ⅰ 西ジャワの ｢まち｣ と ｢む ら.｣ 村井

富敬 (上智大)

Ⅱ バ ンドウンについて 松尾 大 (大阪

外大)

Ⅲ 中部ジャワの ｢まち｣ と ｢むら｣ 関

本照夫 (一楠大)

*京都大学東南アジア研究センター

暢*

ⅠⅤ 植民都市バクビアの性格 レオナル ド

･ブ リュッセイ (ライデ ン大)

第 4セ ッション

予定討論

Ⅰ 白石 隆 (東大)

Ⅱ 前田成文 (京大)

llI 高谷好一 (京大)

本号は, したがって,同 シンポジウムでな

された研究報告のうち, 7編を選んで収めた

ものである,1選択は,大陸部東南アジアと島

峡部東南アジアの双方におけるくまち><む

ら>関係の傾向性がよ く示 されるように配慮

してなされた ものである｡木 シンポジウムの

準備委員長をつとめた私自身の問題意識を本

号に体系的に披露すべ きであったが,私の報

告原稿は別の雑誌にすでに掲載 されたという

事情 もあり,割愛 させていただ くことに した

(拙稿 ｢東南アジアを解 く 植えつけられた

都市｣『中央公論』昭和57年 5月号所載)0

ところで,この折の ｢くまち> と<むら>｣
シンポジウムは学界の内外に大 きな反響を呼

んだ｡全国か ら集まった七十数人の研究者に

よって,東南アジア世 界 にお け るく まち>

<む ら>そ してく くに> という三者のあいだ

の意味連関をめ ぐって実に白熱 した議論が展

開されたっ

いまなぜ東南アジアのくまち> とくむ ら>

が 問題なのか,そ してそれが なぜ 日本の社

会科学にとって重大な意味を もつのか｡問題

は,第三世界の ｢国家｣なのである｡ 東南ア

ジアについていえば,そこでの ｢国家｣像 と
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内在的発展の論理の探究は,あいまいに放置

されたままであった ｡ そこで,ひとつの視点

を定めて ｢国家｣のなりたちを,この際徹底

的に洗い直す ことが肝心だという判断がなさ

れたのである｡

そのためには,ごく基本的なところにもど

って,まず第三世界をつ くりな している基礎

的生態空間がなにか,いわば<む ら>がどん

な特徴をもつか,か ら吟味 し直すことが必要

であると考え られた｡ しか し,<む ら>は,

その レベルか らどうした らくまち>が生まれ

うるのかという問題意識抜 きには正 しく位置

づけられないはずである｡ ひいては,国家形

成 との関連まで意識 した扱われ方が望ま しい

といえる｡

東南アジアのばあい,た しかに村落は日成

的な単位 としてうま く説明できるのだが,い

くつかの村落が リンクしあってつ くられるネ

ットワークの結節点が,質的に転換 してくま

ち>的なものになる,という筋道がどうして

も実証できない｡東南アジアの都市形成の専

門家ポール ･ホイー トl)ィが都市形成を ｢白

成的｣｢他成約｣の ふたつにわけているが,

その含みは,東南アジアの都市形成は多分に

他成だということなのである｡

事実,東南アジアに形成された都市は,す

べ て な ん らか の ｢外力｣に よってつ くられ

たものである｡ ヒンドゥー都市,イスラム都

市,華僑都市,それに加えて植民都市と考え

てみると,この地域の都市形成がどれほど他

成的であるかがわかる｡ ヒンドゥー都市のば

あい,クメ-ルの ｢アンコール｣に示 される

ように,巨大モニュメン トを核心 とする閉鎖

性の強い政治空間を生み出 したが,それは都

市であると同時に国家でもあった ｡

植民都市に して もとか く誤解されがちであ

って,それは膨張的であって,それが拠点 と

なって広い領域が支配されることにつながっ

たとみられがちだが,歴史的現実は必ず しも
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そうではない｡かつてのバ ク ビア がそ うだ

が,植民都市は,内陸の後背地の ｢敵性｣に

備え,二重,三重の防禦線を敷かねばな らな

いほど孤立 した存在であった｡ 植民都市は想

像以上に脆弱な存在であった｡

本来<むら> と< くに> とを結 ぶ はず の

くまち>がこのように他成的であるというこ

とか ら,東南アジアのばあい,くまち><む

ら>く くに>の三者はばらば らに分解 されて

考え られることになる｡

かりにそういう状況を現実的基盤に考えた

とき,第三世界のナショナ リズムの問題 は,

まった く新 しい視点か らとらえ直 されねばな

らないということになる｡ナショナ リズムの

基盤た りうる領域空間を生み出 したものは,

植民都市を基盤 とする植民地支配で もなけれ

ば,プランテーションに働 く労働者で もなか

った｡ む しろ,それは<ネ-ション ･ステ-

ト≫ という呼び名にふさわ しいある種の意味

空間を考える力をもち,そ してそれに言語表

現を与えることのできた西欧型知識人であっ

た｡ そういうナショナ リズムは,外来的な意

味空間を借用 したという点で,そもそも空想

的だ し,非土着的で もあったと思 う｡

本来≪ネーション ･ステー ト≫などありう

べ くもないところに,それが生成 していると

ころにあらゆる問題の発端があるといえる｡

つまり,私たちは,いったん ｢国家｣を解体

して≪政治的生態空間≫の レベルで第三世界

をとらえ直 してみる必要に迫 られているので

ある｡

そのような視点か ら東南アジア世界をいっ

たんばらばらに解剖 してみせた ｢くまち> と

くむ ら>｣シンポジウムは,まさにそういう

問題意識に即 しての社会科学者の新 しい第一

歩であったといえよう｡ ここに収めた 7編の

論文が,その事実をみごとに証 してみせてい

るのである｡

なお,本特集の最後になったが,吉川利治
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氏の ｢タイ国ラタナコ-シン王観 200周年の

記念山版物｣を加えた｡これは同氏が,1982

隼夏,バ ンコクで収集された貴重な文献集で

あり,適切な解説が付されていろ‥

PatternsofUrbanFormationinSoutheastAsia

Editor'sNote

Toru YANO*

Thisspecialissueon the patternsof

urbanfわrmationinSoutheastAsiaisthe

outcomeofacollectiveeffortbyscholars,

bothinandoutsideJapan,tocha】lengethe

questionoftheloglCalrelationshipbetween

theconceptsofHtowns''and`̀villages",or

of"states"and"cities"inSoutheastAsia.

Across-nationalSymposiumonthispar-

ticularsubjectwasheldatKyotoUniversity

on December5th and 6th,1981atthe

initiativeoftheSocialSciencesSection,the

CenterforSoutheastAsianStudies.More

than10paperswereread,whichdiscussed

thesubjectfrom differentangles. Most

ofthepaperstook up specifictownsor

areasforcase-Studyofurbanformationil一

SoutheastAsiaand theSymposilJm aSa

辛TheCenterforSoutheastAsiarlStudies,
KyotoUniversity

wholewasatthesametimehypothetical

andemplrlCal.

ThesevenpleCeScontainedinthisissue

werecarefullyselectedfromthepapersread

attheSymposiumwiththeaimofdepicting

thebasictendenciesofurban_ruralorur-

ban-nationalrelationshipsin the reglOn.

Particularattention waspaidtothebal-

ance between maritime and continental

SoutheastAsia.

TheEditorhopesthatthesearticleswill

stimulate an interestin thissubjectin

academiccirclesthatare concerned with

shapesofsocietiesorpatternsofnation-

buildinginSoutheastAsia.

Ⅰnadditiontotheabove-mentionedarti-

cles,Weincludea paperby Toshiharu

YoshikawawhichintroducesThaipubli-

cationsrelatedtotheBicentennialAnniver-

saryoftheThaiRattanakosin Dynasty･
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